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市内では
こんな人たちが

活動中！

と
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
自
衛
隊
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
対
す
る

協
力
を
は
じ
め
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
戦
没
者
・

殉
職
隊
員
の
慰
霊
追
悼
式
の
会
場
設
営
や
式
典
運
営
の
協

力
。
こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
が
参
加
す
る
ト
レ
イ
ル
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
九
州
大
会
の
支
援
や
、
玖
島
中
学
校

の
新
校
舎
移
転
の
支
援
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
私
た
ち
の
会
の
目
的
に
添
っ
て
、
会
員
の
理

解
と
協
力
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
隊

友
会
」
は
自
衛
隊

の
退
職
者
の
会
で
、

現
在
、
大
村
支
部

に
は
８
０
８
人
の

会
員
が
所
属
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と

自
衛
隊
の
架
け
橋

長崎県隊友会大村支部長

沖田 秋徳さん

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
市
の
３
か
月
コ
ー
ス
の
講
座
が
終

了
す
る
と
、
受
講
者
か
ら
「
も
っ
と
日
本
語
を
勉
強
し
た

い
」
と
い
う
声
が
挙
が
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
を
始
め

ま
し
た
。

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
元
の
10
人
余
り
が
協

力
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
外
国
人
の
日
本
語
学

習
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
学
習
者
（
外
国
人
）
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ペ
ア
を
組
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
学
習
を
し
て
い
ま
す
（
時
に
は
雑
談
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
・
・
・
）
。
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
、
地
域

交
流
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
中
国
出
身
者
の
教
室
や
午
前

中
の
教
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
内
で
暮
ら
す

外
国
人
に
早
く
日

常
生
活
に
慣
れ

て
、
多
く
の
日
本

人
と
交
流
が
で
き

る
よ
う
に
と
市
が

４
年
前
に
実
施
し

た
日
本
語
講
座
の

講
師
を
務
め
た
の

日本語ボランティア教室

代表　石橋 睦子さん

三水会
地域の公民館で、高齢者に食事を
作って一緒に会食をする活動。

大村城南高等学校インターアクトクラブ
大村公園や大村駅周辺などの清掃
活動。

大村市民生委員児童委員協議会
連合会女性部
すこやかセンターで一時保育に協力。

大村技能士会
市内の小中学校や幼稚園・保育所
の壊れた遊具などの営繕活動。

三城小学校区
青少年健全育成協議会
下校時のあいさつ・声かけ運動。

郡川をきれいにする会
郡川の清掃・美化活動。

水田1区町内会
「長崎県河川里親制度」に登録し、
定期的な大上戸川の清掃活動。

西大村中学校生徒会
さまざまな街頭募金活動。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
始

め
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
が
や
り
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
活
動
す
る
も
の
で
す
。

ま
ず
は
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

※ここに挙げたのは
ほんの一例です。
もっともっといろんな
ボランティアがありますよ。
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募集中 策定中

◎病院ボランティア
【内容】

患者の身の回りのお世話・話し相手・案内・

移送など

■独立行政法人国立病院機構

長崎医療センター管理課（�52-3121）

◎市道の里親
【内容】

自宅や事業所前の道路や小中学生の通学路な

どの一定範囲の草刈りや清掃などの美化活動

■道路河川課（内線423）

大村市におけるボランティア活動の発展
と、活動しやすい環境をつくるため、現在、
指針を策定しています。

▲指針を策定中の会議風景

※メンバーは、学識経験者・関係団体・一般公募委員
の14人で構成しています。

■問い合わせ
大村市ボランティアセンター
（地域交流館2階）
西三城町7-9 �54-8725
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団体・個人・年齢・経験は問いません。

どなたでも気軽に登録できます。

策定委員長の
コメント

県内で、もっとも先
進的なボランティア指
針づくりを目指して協
議を重ねており、平成
1 7年3月策定をめどに取
り組んでいます。
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秋季全国火災予防運動

「火は消した？ いつも心に きいてみて」

11月9日～15日
（全国統一防火標語）

これから寒くなり、火災が発生しやすい時期です。
もし火災になったときは、早い通報・初期消火が重要
なポイントになります。日ごろから一人ひとりが「火
の用心」に心掛けましょう。

●11月9日�午前8時には、消防演習召集のためのサイレン
を30秒間鳴らします。

●運動期間中は午後8時を「消防の時間」と決め、30秒間
サイレンを鳴らします。

■問い合わせ コミセン（54-3161）

「一日婦人議会」を開催します

と　き 11月16日　午前9時～正午

ところ コミセン　大会議室

～大村の未来を託す子どもたちのために～

11月25日は
「女性に対する暴力撤廃国際日」です

左のイラストは、女性に対する暴

力根絶に向けたシンボルマークです。

1 1月1 2日～2 5日は、「女性に対す

る暴力をなくす運動」の実施期間と

なっています。

皆さんのご意見をお聞かせください

市では、子どもたちが健やかに生まれ・育つ社会づくりを目
的とした「大村市次世代育成支援地域行動計画」（仮称）を策定
します。この計画に市民の皆さんの声を反映するため、ご意見
を募集します。

子育ての悩みや知恵、皆さんが考える家庭・地域・市の役割
など、いろいろなご意見をお聞かせください。

●募集期限 11月30日
●応募方法 郵便・FAX・Eメール
●申し込み・お問い合わせ

〒856-8686（住所不要）
児童家庭課（内線154・FAX53-1978）

jidou@city.omura.lg.jp

海上自衛隊大村航空基地の地先海面埋立事業に係る

環境影響評価方法書の縦覧ができます
と　き 11月22日まで（土・日・祝日を除く）

午前8時30分～午後5時15分

ところ 企画調整課

■問い合わせ 企画調整課（内線222）

◆
11
月
の
展
示
作
品
　
◇
１
日
〜
10
日
　
原
式
押
し
花
（
押
し
花
）

◇
11
日
〜
20
日
　
大
村
写
真
合
同
展
（
写
真
）

◇
21
日
〜
30
日
　
あ
す
な
ろ
工
房
（
水
彩
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
は
が
き
絵
）

■
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
50

１
２
１
６
）

ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

カマンベールロール（シュクルボワ）

◎大村市議会議長賞
ぶどうシロップ（グラスルーツ野岳）

◎大村商工会議所会頭賞
しゃらっぱめし（長崎空港ビルディング㈱）

◎優秀賞
パイ巻カステラ（㈲溝上煎餅本舗）
いなほ焼（㈲ファーマーズ）
角煮わっぱめし（長崎空港商事㈱）

◎特別賞
びわソーセージ（大村城南高校食品製造部）

�くろだ（人参）焼酎（森栄子）�大村サブレ（松原遥香）
�すなきち君（森川結理佳）�大村桜あめ（高場まさ子）
�大村サクラバス（松川はな）�大村純忠の純水（平野史裕）
�おおむら花の四季（馬場保夫）�『夢を叶えよ オオムラザクラ』
キーチェーン（武藤杏里）�長崎ばってん南蛮菓子ジャンボ黒糖
蒸しパン（廣中恵子）�ラベンダー村からのおくりもの（大村城
南高校栽培環境部）�レインボー フルーツ（大村城南高校食品製
造部）�ピーナッツで酢（大村城南高校食品製造部）�みかんみ
そ（大村城南高校食品製造部）�大村ゆべし（近藤昭子）

◎じげたま賞ノミネート作品

◎最優秀おおむらじげたまグランプリ賞

市内の婦人団体が市政について市長などと討議する
「一日婦人議会」を開催します。環境・福祉・教育など、

女性の視点から見た問題を一日婦人議員が質問します。
見学は自由ですので、ぜひお出かけください。

2年に1度開催される「おおむらじげたまグランプリ」。今年は9月1 9日に開催され、「アイデア部門」「事業者部
門」の2部門の受賞作品が決定しました。たくさんのご応募ありがとうございました。

※「事業者部門」の最優秀グランプリには、該当作品は
ありませんでした。

ゆでピーアイス（永田綾香）

◎大村市長賞

（応募81作品中15作品）

※
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
殻
の
形
を
し
た
モ
ナ

カ
の
中
に
は
、
す
り
つ
ぶ
し
た
ゆ
で

ピ
ー
と
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
ア
イ
ス
が
入
っ
て
い
ま
す
。

（敬称略）

■問い合わせ 男女共同参画推進課（54-8715）

「おおむらじげたまグランプリ2004」の
受賞作品が決定しました

事
業
者
部
門

ア
イ
デ
ア
部
門
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■問い合わせ 社会教育課（内線368）

平成17年 成人式
と　き 平成17年1月9日　　受付：午前11時～
ところ 市民会館

対象者 昭和59年4月2日～昭和60年4月1日生まれの人

内　容 式典・新成人の主張

※できるだけ普段着でご参加ください。
※進学や就職で市外に転出していて、地元で式典に出席したい

人は案内状がなくても出席できます。

私たちが相談をお受けします

市職員採用試験

■問い合わせ 人事課（内線272）

●採 用 人 数 若干名
●採用予定日 平成17年4月1日
●申 込 期 限 11月12日
●試　験　日 11月28日
●申 込 方 法 所定の申込書に記入のうえ、お申し

込みください。
●試験案内・申込書 人事課にあります。

※大村市のホームページからもダウンロードできます。
http://www.city.omura.nagasaki.jp/

自動車のリサイクルが
平成17年1月1日から始まります

「自動車リサイクル法」では、車をお持ちのすべての
皆さんに、リサイクル料金の支払いをお願いします。

新車は購入時に、今お乗りの車は制度スタート後最初
の車検時に、車検前の廃車は廃車時にお支払いください。
詳しくはお問い合わせください。

～車のリサイクルをみんなで支えましょう～

■問い合わせ
自動車リサイクルシステムコンタクトセンター

（03－5673－7396）

■問い合わせ 国土交通省 九州運輸局 長崎運輸支局
（095－839－4747）

自賠責保険に加入していますか

自動車損害賠償責任保険（自賠責保険）は、万一の
交通事故の際の対人賠償を目的として、二輪車を含む
すべての自動車の保有者に加入が義務付けられている
強制保険です。

無保険車の走行は、ドライバーの基本マナーに反す
るばかりでなく、罰則の対象にもなります。特に車検
制度のないバイク、原動機付自転車は「期限切れ」

「掛け忘れ」にご注意ください。

◆　
２
日
〜
６
日
　
一
般
戦
　
◆　
４
日
〜
９
日
　
Ｇ
Ⅰ
下
関
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
大
賞
（
場
外
）

◆　
９
日
〜
14
日
　
Ｇ
Ⅲ
Ｊ
Ａ
Ｌ
杯
争
奪
戦
　
◆　
1  5  
日　
〜　
1  8  
日　
　　
Ｇ　
Ⅰ　
浜　
名　
湖　
ダ　
イ　
ヤ　
モ　

ン　
ド　
カ　
ッ　
プ　
（　
場　
外　
）　

◆　
1  9  
日　
〜　
2  3  
日　
　　
一　
般　
戦　
　　
◆　
2  3  
日　
〜　
2  8  
日　
　　
Ｓ　
Ｇ　
競　
艇　
王　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
カ　
ッ　
プ　
（　
場　
外　
）　

■
競
艇
事
業
部
（
54

４
１
１
１
）

11
月
の
ボ
ー
ト
開
催
日

「大村藩主大村家墓所」が
国指定文化財になりました

「大村藩主大村家墓所」（古町1丁目）は、藩主大村

家の墓所と菩提寺本経寺を含む文化財で、9月3 0日に指

定されました。大村市では4番目の国指定文化財で、史

跡としては初の指定となります。

■問い合わせ 文化振興課（内線369）

「いじめ」や「不登校」などの問題で悩んでいる子ど

もたちや保護者の相談を受ける「大村市いじめ・不登校

問題相談人材バンク」を開設しています。

一人で悩まずに、お気軽にご相談ください。
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お年寄りの長寿を祝って、今年も市内の各地区で敬老会が開か
れました。会場では、子どもから大人まで多くの人が参加して、
歌・踊り・演奏・伝統芸能・寸劇など、各地区で特色ある演芸が
披露され、1日中笑顔が絶えずにぎわいました。

360度の眺めが楽しめる野岳湖公園近くの鉢巻山山頂で
は、一面にひがん花が咲きそろい「ひがん花まつり」が開
かれました。遊歩道の階段を登りきって山頂にたどり着く
と、疲れを吹き飛ばすほどの赤と白の別世界に、訪れた人
たちからは歓喜の声が上がっていました。

22日の早朝には、松本市長や川添市議会議長をはじめ市の
職員などが通学路の主な交差点に立って登校する子どもたちに
交通安全を指導する「立哨」が行われました。また29日には、
実際に起きたヒヤリ体験談の発表・寸劇・トークショーなどを
通して、高齢者に交通安全の意識を高めてもらおうと「高齢者
交通安全のつどい」が開かれました。

長崎空港では空の日にちなんで、普段入ることができ
ない花文字山を開放して「空の日フェスタ」が開かれま
した。飛行機の滑走路をバックに、スケッチ大会や往復
航空券をかけたジャンケンゲーム、キャラクターショー
などが行われ、多くの子ども連れの家族でにぎわいまし
た。

129/ いろんな演芸が披露
－ 市内各地区で「敬老の日」のお祝い －

189/ ジェット音も間近に
－ 2004長崎空港「空の日フェスタ」 －

199/ 壮大な眺めと赤白の美しい世界
－ ひがん花まつり －

秋の交通安全週間にちなんで
－ 市内各所で秋の交通安全運動が展開 －

29～229/

20～

20･
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東 京 都 内 に 住 む 大 村 出 身 者 の 会 「 東 京 大 村 会 」 で は 、
懐 か し い ふ る さ と の 味 を み ん な で 作 っ て 勉 強 し よ う と 、
18人の会員が副会長宅に集まって「大村寿司の作り方教
室」が開かれました。講師は会員で桜馬場出身の杉田さ
んが務め、参加者たちは自分の家族などにもぜひ食べさ
せてやりたいと、真剣にメモをとっていました。

市　
内　
の　
小　
中　
学　
校　
2  1  
校　
に　
勤　
務　
す　
る　
Ａ　
Ｌ　
Ｔ　

９　
人　
の　
う　
ち　
４　
人　
が　
７　
・　
８　
月　
に　
交　
代　
し　
た　
た　

め　
、　
そ　
の　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
兼　
ね　
全　
員　
で　
市　
役　
所　
を　

訪　
れ　
て　
市　
長　
と　
懇　
談　
し　
ま　
し　
た　
。　

市　
内　
の　
ま　
ち　
並　
み　
や　
児　
童　
・　
生　
徒　
の　
印　
象　
を　

聞　
か　
れ　
た　
皆　
さ　
ん　
は　
「　
ビ　
ュ　
ー　
テ　
ィ　
フ　
ル　
。　
子　

ド　
モ　
タ　
チ　
ハ　
、　
ト　
テ　
モ　
元　
気　
デ　
ス　
ネ　
」　
と　
話　
す　

な　
ど　
、　
市　
長　
と　
の　
懇　
談　
を　
楽　
し　
み　
ま　
し　
た　
。　

Ａ　
Ｌ　
Ｔ　
の　
制　
度　
は　
「　
英　
語　
力　
向　
上　
対　
策　
事　
業　
」　

と　
し　
て　
平　
成　
６　
年　
度　
か　
ら　
実　
施　
さ　
れ　
、　
小　
学　
校　

に　
週　
１　
〜　
２　
回　
、　
中　
学　
校　
で　
は　
１　
日　
４　
時　
間　
程　

度　
、　
市　
内　
の　
児　
童　
・　
生　
徒　
の　
英　
語　
力　
や　
国　
際　
理　

解　
度　
の　
向　
上　
を　
目　
的　
に　
授　
業　
を　
行　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
ま　
た　
１　
学　
期　
ご　
と　
に　
１　
回　
、　
市　
立　

幼　
稚　
園　
を　
訪　
ね　
園　
児　
と　
も　
交　
流　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

市　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
、　
ど　
う　
ぞ　
よ　
ろ　
し　
く　
お　

願　
い　
し　
ま　
す　
。　

写　
真　
左　
か　
ら　
、　【　
前　
列　
】　
カ　
ー　
シ　
ュ　
ー　
・　
ジ　
ョ　
ン　

新　
〔　
放　
虎　
原　
小　
・　
富　
の　
原　
小　
・　
萱　
瀬　
小　
〕　
、　
マ　
ク　

ラ　
・　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ラ　
〔　
西　
大　
村　
中　
・　
鈴　
田　
小　
〕　
、　
ア　

リ　
・　
カ　
ー　
ン　
・　
サ　
マ　
ン　
〔　
桜　
が　
原　
中　
・　
三　
城　
小　
〕　、　

松　
本　
市　
長　
、　
ウ　
ー　
・　
ク　
リ　
ス　
テ　
ィ　
〔　
大　
村　
中　
〕　、　
ド　

ネ　
ラ　
ン　
・　
マ　
イ　
ケ　
ル　
　　
〔　
大　
村　
小　
・　
竹　
松　
小　
・　
松　
原　

小　
〕　【　
後　
列　
】　
ギ　
ブ　
ソ　
ン　
・　
ア　
ー　
ロ　
ン　
〔　
萱　
瀬　
中　
・　

旭　
が　
丘　
小　
・　
黒　
木　
小　
・　
東　
大　
村　
小　
〕　、　
バ　
ジ　
ャ　
ー　
・　

ア　
ン　
ド　
リ　
ュ　
ー　
〔　
郡　
中　
、　
福　
重　
小　
〕　、　
プ　
ラ　
イ　
ス　
・　

ニ　
ー　
ル　
　　
〔　
玖　
島　
中　
〕　、　
グ　
ラ　
ボ　
ス　
キ　
・　
ア　
リ　
ソ　
ン　

新　
〔　
西　
大　
村　
小　
・　
中　
央　
小　
・　
三　
浦　
小　
〕　

※　

名　
前　
の　
後　
の　
　　
が　
新　
規　
着　
任　
。　〔　

〕　
内　
は　
担　
当　

校　
。　

大　
村　
市　
の　
姉　
妹　
都　

市　
で　
あ　
る　
ポ　
ル　
ト　
ガ　

ル　
共　
和　
国　
シ　
ン　
ト　
ラ　

市　
か　
ら　
、　
フ　
ェ　
ル　
ナ　

ン　
ド　
・　
ロ　
ボ　
レ　
ド　
・　

シ　
ア　
ラ　
市　
長　
を　
団　
長　

と　
す　
る　
公　
式　
訪　
問　
団　

（　
４　
人　
）　
が　
大　
村　
市　
を　

訪　
れ　
、　
松　
本　
市　
長　
を　

表　
敬　
訪　
問　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
は　
、　
平　
成　
９　

年　
８　
月　
2  1  
日　
に　
姉　
妹　

都　
市　
の　
提　
携　
を　
結　
び　
、　

２　
年　
に　
１　
度　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
市　
か　
ら　
の　
相　
互　
訪　
問　
を　
取　
り　
決　
め　
て　

い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
の　
訪　
問　
で　
す　
が　
、　
昨　
年　
発　
生　
し　
た　
イ　
ラ　
ク　
戦　
争　

や　
、　
ア　
ジ　
ア　
で　
流　
行　
し　
た　
Ｓ　
Ａ　
Ｒ　
Ｓ　
（　
サ　
ー　
ズ　
）　
の　
影　
響　
で　
、　

予　
定　
よ　
り　
１　
年　
遅　
れ　
て　
の　
訪　
問　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
日　
は　
、　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
と　
ゆ　
か　
り　
の　
あ　
る　
市　
内　
の　
ロ　
ザ　
・　

モ　
タ　
広　
場　
、　
天　
正　
夢　
広　
場　
、　
天　
正　
遣　
欧　
少　
年　
使　
節　
像　
な　
ど　
、　
ま　

た　
大　
村　
の　
名　
所　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
旧　
楠　
本　
正　
隆　
屋　
敷　
、　
大　
村　
公　
園　

な　
ど　
を　
訪　
れ　
ま　
し　
た　
。　

引　
き　
続　
き　
、　
市　
内　
の　
ホ　
テ　
ル　
で　
歓　
迎　
レ　
セ　
プ　
シ　
ョ　
ン　
も　
催　
さ　

れ　
、　
訪　
問　
団　
の　
一　
行　
は　
、　
異　
国　
の　
姉　
妹　
都　
市　
の　
１　
日　
を　
楽　
し　
み　

ま　
し　
た　
。　

大　
村　
市　
か　
ら　
は　
、　
平　
成　
1  7  
年　
度　
に　
訪　
問　
を　
予　
定　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

―

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
が

市
長
を
訪
問
―

―

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国

シ
ン
ト
ラ
市
長
一
行
が
訪
問
―

269/ ふるさとの味を受け継ぐために
－ 都内で大村寿司の作り方教室開催 －



―12 ―



―13 ―

大村駅長

貞松 雅春さん

駅　
長　
さ　
ん　
と　
し　
て　
大　
村　
に　
来　
ら　
れ　
た　
と　
き　
の　
感　
想　
は　
？　

大　
村　
は　
風　
光　
明　
美　
で　
温　
情　
も　
深　
く　
、　
す　
ば　
ら　
し　
い　
ま　

ち　
だ　
と　
感　
じ　
ま　
し　
た　
。　
市　
内　
に　
は　
５　
つ　
の　
駅　
が　
あ　
り　
、　

同　
規　
模　
の　
自　
治　
体　
の　
中　
で　
は　
駅　
の　
数　
が　
多　
く　
、　
さ　
ら　
に　

６　
つ　
目　
の　
駅　
の　
要　
望　
が　
あ　
る　
な　
ど　
、　
そ　
れ　
だ　
け　
市　
民　
の　

足　
と　
し　
て　
駅　
が　
大　
切　
な　
役　
割　
を　
担　
っ　
て　
い　
る　
ん　
だ　
と　
身　

大
村
市
の
陸
の
玄
関
口
で
あ
る
大
村
駅
の
駅
長
貞
松

雅
春
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

の　
引　
き　
締　
ま　
る　
思　
い　
で　
着　
任　
し　
ま　
し　
た　
。　

大　
村　
駅　
で　
は　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
イ　
ベ　
ン　
ト　
が　
催　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
ね　
。　

社　
員　
４　
人　
で　
大　
村　
・　
諏　
訪　
・　
竹　
松　
・　
松　
原　
の　
各　
駅　
を　
管　
理　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
は　
こ　
れ　
ら　
の　
駅　
を　
「　
地　
域　
密　
着　
型　
」　「　
将　
来　
の　
鉄　
道　
フ　
ァ　
ン　
づ　
く　
り　
」　

「　
市　
外　
の　
お　
客　
さ　
ま　
誘　
致　
」　
の　
３　
つ　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
い　
ろ　
い　
ろ　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
ま　

す　
。　
具　
体　
的　
に　
は　
、　「　
地　
域　
の　
方　
と　
駅　
長　
の　
懇　
談　
会　
」　「　
地　
域　
物　
産　
展　
」　「　
絵　
画　

展　
」　
な　
ど　
を　
取　
り　
入　
れ　
た　
イ　
ベ　
ン　
ト　
や　
、　
竹　
松　
の　
か　
っ　
ぱ　
ま　
つ　
り　
や　
お　
お　
む　

ら　
秋　
ま　
つ　
り　
な　
ど　
市　
内　
の　
お　
祭　
り　
に　
併　
せ　
た　
Ｊ　
Ｒ　
ウ　
オ　
ー　
キ　
ン　
グ　
大　
会　
な　
ど　

を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ウ　
オ　
ー　
キ　
ン　
グ　
で　
は　
、　
ほ　
か　
に　
も　
Ｊ　
Ｒ　
九　
州　
管　
内　
で　
駅　
を　
発　
着　
点　
と　
し　
て　

手　
軽　
に　
楽　
し　
め　
る　
「　
毎　
日　
が　
駅　
長　
お　
す　
す　
め　
の　
ウ　
オ　
ー　
キ　
ン　
グ　
」　
の　
コ　
ー　
ス　

と　
し　
て　
大　
村　
駅　
が　
入　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
市　
内　
で　
開　
か　
れ　
る　
イ　
ベ　
ン　
ト　
を　
県　
外　
で　
も　
紹　
介　
し　
て　
、　
観　
光　
客　
に　

列　
車　
を　
利　
用　
し　
て　
来　
て　
も　
ら　
お　
う　
と　
、　
昨　
年　
は　
市　
と　
も　
連　
携　
し　
て　
「　
花　
菖　
蒲　

ま　
つ　
り　
」　
の　
際　
に　
、　
福　
岡　
地　
区　
の　
マ　
ス　
コ　

ミ　
な　
ど　
へ　
Ｐ　
Ｒ　
活　
動　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

駅　
に　
対　
す　
る　
思　
い　
を　
お　
聞　
か　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

大　
村　
駅　
は　
明　
治　
3  1  
年　
１　
月　
に　
開　
業　
以　
来　

地　
域　
の　
皆　
さ　
ま　
の　
足　
と　
し　
て　
利　
用　
さ　
れ　
て　

き　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
大　
村　
は　
ほ　
か　
の　
交　
通　

機　
関　
も　
発　
達　
し　
て　
い　
ま　
す　
か　
ら　
、　
そ　
れ　
ら　

に　
負　
け　
な　
い　
よ　
う　
に　
（　
笑　
）　、　
お　
客　
さ　
ま　
に　

感　
謝　
の　
気　
持　
ち　
を　
忘　
れ　
る　
こ　
と　
な　
く　
接　
し　

て　
、　
地　
域　
の　
皆　
さ　
ま　
に　
愛　
さ　
れ　
、　
利　
用　
さ　

れ　
る　
駅　
を　
目　
指　
し　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

大正7年建て替え当時の大村駅
（現存する駅舎では九州で3番目に古い）

た
く
さ
ん
の
方
々
が
駅
を
利
用
し
て
大
村
を
訪
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
年
々

介
護
保
険
の
『
要
介
護
認
定
』
を
受

け
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
適
切
な
介
護
と
介
護
予
防

が　
ク　
ロ　
ー　
ズ　
ア　
ッ　
プ　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

高
齢
者
の
身
体
状
態
が
悪
化
す
る

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
『
肺
炎
』
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
『
肺
炎
』
は
日
本

人
の
死
因
の
第
４
位
（
6  5  
歳
以
上
の

高
齢
者
で
は
9  0  
％
以
上
を
占
め
る
）

で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
誤
え
ん

性
肺
炎
』
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

健
常
な
人
で
も
、
ふ
と
し
た
拍
子

に
誤
え
ん
し
て
苦
し
い
思
い
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
普
通
は
、

肺
の
繊
毛

せ
ん
も
う

運
動
で
自
然
に
食
物
が
排

泄
さ
れ
て
、
大
き
な
問
題
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
食
物
に
は
病
原

細
菌
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
少
量
の
食
物
の
誤
え
ん
が

直
接
重
大
な
病
気
に
結
び
つ
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
老
化
に
伴
い
、
だ
液
の

量
が
減
少
し
た
り
、
咀そ

し
ゃ
く
力
が

低
下
し
た
り
す
る
と
、
口
腔
内
に
は

非
常
に
プ
ラ
ー
ク
（
歯
こ
う
）
が
つ

き
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。
加
え
て
、

虫
歯
や
重
度
の
歯
周
炎
に
か
か
っ
た

歯
、
合
っ
て
い
な
い
冠か

ん

、
も
し
く
は

破
損
し
た
冠
な
ど
が
残
っ
て
い
る
場

合
、
口
の
中
の
衛
生
状
態
を
良
好
に

保
つ
の
は
困
難
で
す
。
逆
に
、
口
の

中
の
細
菌
に
と
っ
て
は
繁
殖
し
や
す

い
環
境
と
な
り
、
誤
え
ん
に
よ
る
感

染
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
特

に
、
不
顕
性

ふ

け

ん

せ

い

誤
え
ん
（
自
覚
で
き
な

い
誤
え
ん
）
が
問
題
で
、
１
回
の
誤

え
ん
の
量
は
わ
ず
か
で
も
、
繰
り
返

す
こ
と
で
『
誤
え
ん
性
肺
炎
』
に
結

び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

誤
え
ん
性
肺
炎
を
防
ぐ
に
は
、
き

ち
ん
と
し
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
も
ち

ろ
ん
、
歯
科
治
療
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
高
齢
者
の
人
は
、
い

き
な
り
食
べ
始
め
る
と
一
口
目
に
む

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
食
事
前
の
準
備
運
動
（
口
の
体

操
・
深
呼
吸
・
首
や
肩
を
回
す
な

ど
）
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

虫
歯
や
重
度
の
歯
周
炎
が
な
く
、

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
、
そ
し

て
え
ん
下
機
能
の
向
上
が
気
道
感
染

予
防
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

※
誤
え
ん
性
肺
炎
…
…
誤
っ
て
気
道
に
入

り
込
ん
だ
細
菌
が
原
因
で
発
症
す
る
肺
炎

吉原歯科医院　　　

吉原　徹 先生

「気道感染予防」について

※
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い　
ろ　
い　
ろ　
な　
視　
点　
か　
ら　
見　
た　
男　
女　
共　

同　
参　
画　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
し　
た　
セ　
ミ　
ナ　
ー　

を　
、　「　
ハ　
ー　
ト　
パ　
ル　
」　
で　
開　
催　
し　
ま　
す　
。　

皆　
さ　
ん　
お　
気　
軽　
に　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

①　
テ　
ー　
マ　
「　
外　
国　
人　
か　
ら　
見　
た　
日　
本　
語　
」　

講　
師　

ヒ　
ー　
ム　
ス　
ト　
ラ　
・　
ク　
レ　
メ　
ン　
ト　
氏　

定　
員　
　　
3  5  
人　
（　
先　
着　
順　
）　

と　
き　
　　
11
月　
８　
日　
、　
午　
後　
７　
時　
〜　
９　
時　

申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
５　
日　
�　
　　

②　
テ　
ー　
マ　
「　
す　
て　
き　
に　
マ　
イ　
ラ　
イ　
フ　
」　

講　
師　

山　
根　
敏　
保　
氏　
（　
喫　
茶　
店　
経　
営　
者　
）　

定　
員　
　　
3  5  
人　
（　
先　
着　
順　
）　

と　
き　

11
月　
2  5  
日　
、　
午　
後　
７　
時　
〜　
９　
時　

申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
2  2  
日　
�　

申　
込　
方　
法　
　　
希　
望　
す　
る　
テ　
ー　
マ　
名　
・　
住　

所　
・　
氏　
名　
・　
性　
別　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　

を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
２　

５　
　　
西　
三　
城　
町　
７　
｜　
９　
　　
男　
女　
共　
同　
参　

画　
推　
進　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　
ま　
で　
、　
は　
が　
き　
、　

フ　
ァ　
ク　
ス　
ま　
た　
は　
E
メ　
ー　
ル　
（

）
で
お
申
し
込

み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
「　
ハ　
ー　
ト　
パ　
ル　
」　
は　
福　
祉　
セ　
ン　
タ　
ー　
正　
面　
に　

あ　
る　
男　
女　
共　
同　
参　
画　
推　
進　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
愛　
称　
で　

す　
。　

と　
き　
　　
1  2  
月　
４　
日　
、　
午　
後　
７　
時　
〜　
９　
時　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　
　　

演　
題　
「　
デ　
ン　
マ　
ー　
ク　
の　
教　
育　
と　
く　
ら　
し　

｜
豊　
か　
な　
市　
民　
社　
会　
を　
創　
る　
そ　
の　
セ　
ン　

ス　
と　
活　
力　
｜
」　

講　
師　

小　
島　
　　
ブ　
ン　

ゴ　
ー　
ド　
　　
孝　
子　
氏　
（　
ユ　
ー　
ロ　
・　
ジ　
ャ　
パ　

ン　
・　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
社　
代　
表　
）　

定　
員　
　　
１　
０　
０　
人　
（　
先　
着　
順　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
講　
演　
会　
名　
・　
住　
所　
・　
氏　

名　
・　
性　
別　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　

の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
２　
５　
　　
西　

三　
城　
町　
７　
｜　
９　
　　
男　
女　
共　
同　
参　
画　
推　
進　

セ　
ン　
タ　
ー　
」　
ま　
で　
、　
は　
が　
き　
、　
フ　
ァ　
ク　

ス　
ま　
た　
は　
E
メ　
ー　
ル　
（　

）　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
2  6  
日　

「　
土　
木　
の　
日　
」　
に　
ち　
な　
ん　
で　
、　
い　
ろ　

い　
ろ　
な　
工　
事　
の　
現　
状　
を　
視　
察　
し　
土　
木　
事　

業　
に　
理　
解　
を　
深　
め　
る　
バ　
ス　
ツ　
ア　
ー　
で　
す　
。　

と　
き　
　　
1  1  
月　
2  1  
日　
、　
午　
前　
８　
時　
4  5  
分　
〜　

コ　
ー　
ス　
　　
市　
役　
所　
（　
集　
合　
場　
所　
）　

日　

見　
バ　
イ　
パ　
ス　
橋　
梁　
等　
工　
事　

中　
島　
川　
改　

修　
工　
事　

長　
崎　
港　
ク　
ル　
ー　
ジ　
ン　
グ　
な　
ど　

市　
役　
所　
　　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
弁　
当　
・　
水　
筒　
・　
筆　

記　
用　
具　
な　
ど　
　　

対　
象　
　　
中　
学　
生　
以　
上　
　　
定　
員　
　　
4  5  
人　

（　
申　
込　
多　
数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
住　
所　
・　
氏　

名　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　

「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
８　
６　
８　
６　
（　
住　
所　
不　
要　
）　

道　
路　
河　
川　
課　
総　
務　
係　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　

み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
1  0  
日　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
1  0  
日　

入　
居　
日　
　　
1  2  

月　
１　
日　

抽　
選　
日　
お　
よ　
び　
場　
所　
　　
1  1  
月　

1  9  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
　　
市　
民　
会　
館　

※　
空　
住　
宅　
の　
問　
い　
合　
わ　
せ　
は　
、　
建　
築　
住　

宅　
課　
（　
内　
線　
４　
４　
１　
）　
で　
も　
受　
け　
付　
け　

ま　
す　
。　

※　
犬　
（　
身　
体　
障　
害　
者　
介　
助　
犬　
を　
除　

く　
）　
・　
猫　
な　
ど　
の　
ペ　
ッ　
ト　
類　
は　
飼　
育　
で　

き　
ま　
せ　
ん　
。　

部　
門　

①　
短　
歌　
　　
②　
俳　
句　
　　
③　
川　
柳　

④　
現　
代　
詩　
　　
⑤　
随　
筆　
　　

募　
集　
作　
品　
数　
　　
①　
〜　
③　
は　
各　
1  0  
首　（　
句　
）　、　

④　
は　
２　
編　
（　
２　
ペ　
ー　
ジ　
以　
内　
）　、　
⑤　
は　

１　
、　
６　
０　
０　
字　
以　
内　
　　

投　
稿　
先　
　　
①　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
３　
１　

東　
本　
町　
３　
４　
２　
｜　
２　
」　
島　
崎　
幸　
彦　
（　
5  2  

２　
９　
６　
４　
）　

〜
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
　
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
〜
　
◇
国
民
年
金
制
度
の
役
割
を
認
識
し
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

将
来
の
問
題
と
し
て
、
保
険
料
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
４
）

1  1  
月
６
日
〜
1  2  
日
は
年
金
週
間

男　
女　
共　
同　
参　
画　
推　
進　
セ　
ミ　
ナ　
ー　

受
講
生
募
集

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
54
８
７
１
５
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
54
８
７
０
０
）

男
女
共
同
参
画
講
演
会

入
場
者
募
集

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
54
８
７
１
５
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
54
８
７
０
０
）

「
土
木
の
日
」
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

道
路
河
川
課
（
内
線
４
２
１
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

大
村
都
市
開
発
（
54
４
１
５
１
）

「
大
村
文
芸
」
第
3  9  
集

作
品
募
集

文
化
振
興
課
（
内
線
３
７
２
）

※

道
路
河
川
課
（
内
線
４
２
１
）

文
化
振
興
課
（
内
線
３
７
２
）



と　
き　
　　
1  1  
月　
６　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
病　
院　
　　

内　
容　

血　
尿　
に　
つ　
い　
て　

（　
が　
ん　
の　
サ　
イ　
ン　
の　
可　
能　
性　
）　

講　
師　

市　
立　
病　
院　
泌　
尿　
器　
科　
　　
平　
島　
定　
医　
師　

※　
直　
接　
会　
場　
へ　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　
手　

話　
通　
訳　
も　
行　
い　
ま　
す　
。　

と　
き　

1  1  
月　
1  9  
日　
〜　
1  2  
月　
1  7  
日　
の　
毎　
週　

金　
曜　
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
　　
対　
象　

８　
か　
月　
〜　
１　
歳　
３　
か　
月　
未　
満　
児　
の　
親　
子　

定　
員　
　　
1  2  
組　
　　
申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　

き　
に　
親　
子　
の　
氏　
名　
・　
子　
ど　
も　
の　
生　
年　
月　

日　
・　
住　
所　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　

「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
３　
２　
　　
本　
町　
４　
１　
３　

｜　
２　
　　
大　
村　
市　
子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

『　
子　
育　
て　
つ　
ど　
い　
講　
座　
』　
係　
」　
ま　
で　
お　
申　

し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
５　
日　
（　
申　
し　
込　
み　
多　

数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

申　
請　
期　
間　
　　
1  1  
月　
１　
日　
�　
〜　
2  2  
日　
�　

と　
き　
　　
1  1  
月　
2  1  
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
３　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
図　
書　
館　
　　

対　
象　

幼　
児　
、　
小　
学　
校　
低　
学　
年　

内　
容　

絵　
本　
の　
読　
み　
聞　
か　
せ　
、　
パ　
ネ　
ル　

シ　
ア　
タ　
ー　
な　
ど　

と　
き　
　　
1  1  
月　
６　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
３　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
民　
会　
館　
　　

演　
題　

「　
生　
命　
と　
の　
出　
会　
い　
」　

講　
師　

橋　
本　
武　
夫　
氏　
（　
聖　
マ　
リ　
ア　
病　
院　

副　
院　
長　
）　
・　
井　
上　
美　
由　
紀　
氏　
（　
執　
筆　
家　
）　

と　
き　

1  1  
月　
1  3  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
正　
午　

と　
こ　
ろ　

福　
重　
出　
張　
所　
　　

対　
象　

小　
学　
生　
以　
上　
ま　
た　
は　
そ　
の　
親　
子　
　　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
ま　
た　
は　
フ　
ァ　
ク　
ス　
で　

お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
動　
き　
や　
す　
い　
服　
装　
で　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　

1  1  
月　
2  5  
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
民　
会　
館　
　　

対　
象　

事　
業　
所　
・　
営　
業　
所　
・　
官　
公　
庁　
な　

ど　
の　
担　
当　
者　

対　
象　

1  0  
月　
１　
日　
現　
在　
、　
次　
の　
す　
べ　
て　

の　
要　
件　
に　
該　
当　
す　
る　
高　
齢　
者　
を　
６　
か　
月　

以　
上　
、　
在　
宅　
で　
介　
護　
し　
て　
い　
る　
家　
族　

①　
要　
介　
護　
度　
４　
ま　
た　
は　
５　
の　
状　
態　
が　
１　

年　
以　
上　
続　
い　
て　
い　
る　
人　

②　
過　
去　
１　
年　
間　
、　
介　
護　
保　
険　
サ　
ー　
ビ　
ス　

を　
利　
用　
し　
て　
い　
な　
い　
人　
（　
１　
週　
間　
程　
度　

の　
シ　
ョ　
ー　
ト　
ス　
テ　
イ　
は　
除　
く　
）　

③　
住　
民　
税　
非　
課　
税　
世　
帯　
に　
属　
す　
る　
人　

④　
４　
月　
１　
日　
〜　
９　
月　
3  0  
日　
の　
期　
間　
に　
３　

か　
月　
以　
上　
入　
院　
し　
て　
い　
な　
い　
人　
ま　
た　
は　
、　

重　
度　
心　
身　
障　
害　
者　
介　
護　
見　
舞　
金　
、　
家　
族　

介　
護　
用　
品　
の　
い　
ず　
れ　
か　
の　
支　
給　
を　
受　
け　

て　
い　
な　
い　
人　

支　
給　
金　
額　
　　
1  0  
万　
円　

―15 ―

②　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
３　
４　
　　
玖　
島　
２　

丁　
目　
9  3  
｜　
４　
」　
川　
崎　
紀　
穂　
（　
5  2  
４　
２　
０　

０　
）　

③　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
０　
９　

沖　
田　
町　
１　
１　
５　
｜　
５　
」　
梶　
原　
人　
美　
（　
5  5  

２　
７　
６　
８　
）　

④　
⑤　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　

８　
３　
５　
　　
久　
原　
１　
丁　
目　
4  9  
」　
長　
山　
斗　
星　

子　
（　
5  2  
４　
２　
１　
９　
）　

参　
加　
費　

１　
部　
門　
　　
２　
、　
２　
０　
０　
円　

申　
込　
期　
限　

12
月　
５　
日　

と　
き　

11
月　
９　
日　
・　
10
日　
、　
午　
前　
1  1  
時　

〜　
午　
後　
７　
時　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　
・　
竹　
松　
出　
張　
所　
　　

生　
活　
習　
慣　
病　
は　
、　
初　
期　
に　
は　
自　
覚　
症　

状　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
１　
年　
に　
１　
回　
は　
、　

「　
こ　
く　
ほ　
人　
間　
ド　
ッ　
ク　
」　
を　
受　
け　
、　
早　
期　

発　
見　
、　
早　
期　
予　
防　
に　
心　
掛　
け　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　

国　
保　
の　
被　
保　
険　
者　
で　
満　
3  0  
歳　
以　

上　
の　
人　
　　
受　
診　
場　
所　

市　
立　
病　
院　

負　
担　
金　

２　
３　
、　
０　
０　
０　
円　

申　
込　
方　
法　

保　
険　
年　
金　
課　
に　
電　
話　
で　
お　

申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

「
こ
く
ほ
人
間
ド
ッ
グ
」
を

実
施
し
て
い
ま
す

保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

（
25
１
６
６
６
）

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
９
）

と
し
ょ
か
ん

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

市
立
図
書
館
（
52
２
４
５
７
）

人
権
啓
発
講
演
会

児
童
家
庭
課
（
内
線
１
５
４
）

元
気
っ
子
ひ
ろ
ば

「
あ
そ
び
の
お
城
」

コ
ミ
セ
ン

（　
5  4  
３　
１　
６　
１　
・　

Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
5  4  
３　
１　
６　
２　
）　

年
末
調
整
説
明
会

諫
早
税
務
署
（
22
１
３
５
８
）

ふ
れ
あ
い
健
康
講
座

市
立
病
院
（
52
２
１
６
１
）

子
育
て
つ
ど
い
講
座

受
講
生
募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54
９
１
０
０
）

◇
広
報
お
お
む
ら
10
月
号
の
３
ペ
ー
ジ
で
、
10
月
30
日
に
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
西
大
村
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
」
の

「
午
後
１
時
30
分
開
演
」
は
「
午
後
２
時
開
演
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正



申　
込　
方　
法　
　　
市　
子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
5  4  
９
１
０
０
）、
南
地
区
子
育
て
支

援　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
4  9  
５　
３　
８　
８　
）　、　
北　
地　

区　
子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
5  5  
０　
９　
２　

２　
）　、　
社　
会　
教　
育　
課　
（　
内　
線　
３　
６　
８　
）　
の　

い　
ず　
れ　
か　
に　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　
申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
15
日　
　　
※　
託　

児　
希　
望　
者　
は　
ご　
連　
絡　
く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　
　　
妊　
娠　
中　
の　
夫　
婦　

と　
こ　
ろ　
　　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　

時　
間　
　　
①　
⑤　
は　
午　
前　
10
時　
〜　
正　
午　
、　
そ　

の　
他　
は　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
〜　
３　
時　
30
分　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
母　
子　
健　
康　
手　
帳　
、　

②　
牛　
乳　
パ　
ッ　
ク　
、　
③　
エ　
プ　
ロ　
ン　
、　
材　
料　

費　
１　
０　
０　
円　
、　
④　
歯　
ブ　
ラ　
シ　
　　
申　
込　
方　

法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　

小　
学　
校　
入　
学　
前　
の　
乳　
幼　
児　
親　
子　

開　
始　
時　
間　

午　
前　
1  0  
時　
〜　

…　
集　
合　
場　
所　
　　

…　
持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

…　
雨　
の　
と　
き　

※　
１　
・　
４　

大　
村　
公　
園　
売　
店　
横　

お　
茶　
、　

ビ　
ニ　
ー　
ル　
袋　
（　
小　
）　
な　
ど　
　　

※　
１　
は　
す　
こ　

や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
・　
※　
４　
は　
中　
地　
区　
公　
民　
館　
で　

「　
親　
子　
あ　
そ　
び　
」　

※　
２　
・　
３　
　　
　　
お　
茶　
、　
お　
や　
つ　
、　
シ　
ー　
ト　

「　
新　
聞　
紙　
あ　
そ　
び　
」　（　
新　
聞　
紙　
１　
日　
分　
持　
参　
）　

※　
５　

ビ　
ニ　
ー　
ル　
袋　
（　
4  5  
�　
・　
透　
明　
）　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
　　

と　
き　
　　
1  1  
月　
７　
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
3  0  
分　
〜　

1  2  
時　
3  0  
分　
　　

と　
こ　
ろ　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　
・　
さ　

く　
ら　
ホ　
ー　
ル　

出　
演　
　　
劇　
団　
バ　
ク　
　　

※　
入　
場　
整　
理　
券　
が　
必　
要　
で　
す　
。　
最　
寄　
り　

の　
保　
育　
所　
（　
園　
）　
に　
お　
尋　
ね　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
1  1  
月　
９　
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　

２　
時　
　　

と　
こ　
ろ　
　　
諫　
早　
運　
動　
公　
園　
（　
集　
合　
場　
所　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

対　
象　
　　
２　
歳　
〜　
６　
歳　
の　
幼　
児　
親　
子　

定　
員　
　　
14
組　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
２　
日　

申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
親　
子　
の　
氏　

名　
・　
子　
ど　
も　
の　
生　
年　
月　
日　
・　
住　
所　
・　
電　

話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　

０　
８　
３　
２　
　　
本　
町　
４　
１　
３　
｜　
２　
　　
子　
育　

て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
『　
楽　
し　
い　
バ　
ス　
ハ　
イ　

ク　
』　
係　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　
　　
平　
成　
1  0  
年　
４　
月　
２　
日　
〜　
平　
成　
1  2  

年　
４　
月　
１　
日　
生　
ま　
れ　
の　
、　
幼　
稚　
園　
な　
ど　

に　
通　
園　
し　
て　
い　
な　
い　
幼　
児　

開　
放　
時　
間　
　　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  
時　

※　
子　
育　
て　
支　
援　
事　
業　
と　
の　
連　
携　
に　
よ　
り　
、　

対　
象　
幼　
児　
以　
下　
の　
乳　
幼　
児　
親　
子　
に　
も　
開　

放　
し　
ま　
す　
。　

◎　
11
月　
13
日　
〜　
19
日　
は　
「　
全　
国　
国　
公　
立　

幼　
稚　
園　
ウ　
イ　
ー　
ク　
」　

「　
全　
国　
国　
公　
立　
幼　
稚　
園　
ウ　
イ　
ー　
ク　
」　

に　
ち　
な　
ん　
で　
幼　
稚　
園　
を　
開　
放　
し　
ま　
す　
。　

ご　
自　
由　
に　
親　
子　
で　
ご　
来　
園　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
1  1  
月　
16
日　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　
11
時　
と　

こ　
ろ　
　　
全　
市　
立　
幼　
稚　
園　
（　
８　
園　
）　

と　
き　
　　
1  1  
月　
20
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
11
時　

3  0  
分　

と　
こ　
ろ　
　　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　

演　
題　
　　
子　
ど　
も　
と　
育　
と　
う　

「　
家　
族　
と　
地　
域　
を　
考　
え　
る　
」　

講　
師　
　　
長　
崎　
国　
際　
大　
学　
教　
授　
　　
安　
部　
芳　

樹　
氏　
　　
定　
員　
　　
１　
０　
０　
人　
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1  1  
月
の
子
育
て
つ
ど
い

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
54
９
１
０
０
）

「
ち
び
っ
こ
夢
ひ
ろ
ば
２
０
０
４
」

人
形
劇
公
演

竹　
松　
保　
育　
所　
（
55
８
３
０
４
）

「
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
54
９
１
０
０
）

1  1  
月
の
幼
稚
園
開
放
日

教　
育　
総　
務　
課　（
内
線
３
６
２
）

子
育
て
つ
ど
い
講
演
会

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
54
９
１
０
０
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
54
９
１
０
０
）



と　
き　

1  1  
月　
1  9  
日　
、　
午　
後　
６　
時　
3  0  
分　
〜　
と　

こ　
ろ　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　
　　

内　
容　
　　
キ　※
ン　
ボ　
ー　
ル　

参　
加　
費　
　　
１　
０　
０　
円　
（　
保　
険　
料　
含　
む　
）　

指　
導　
　　
大　
村　
市　
体　
育　
指　
導　
委　
員　
女　
性　
部　
会　
　　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
体　
育　
館　
シ　
ュ　
ー　
ズ　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

※　
直　
径　
１　
２　
２　
㎝　
（　
約　
１　
㎏　
）　
の　
ボ　
ー　
ル　
を　
使　

っ　
て　
、　
４　
人　
１　
組　
×　
３　
チ　
ー　
ム　
が　
コ　
ー　
ト　
内　
で　

サ　
ー　
ブ　
や　
レ　
シ　
ー　
ブ　
を　
繰　
り　
返　
し　
点　
数　
を　
競　
う　

ゲ　
ー　
ム　

と　
き　

1  1  
月　
1  4  
日　
…　
Ｂ　
ク　
ラ　
ス　
、　

1  1  
月　
2  1  
日　
…　
A  
ク　
ラ　
ス　

と　
こ　
ろ　
　　
市　
営　
テ　
ニ　
ス　
コ　
ー　
ト　
　　

参　
加　
資　
格　
　　
市　
内　
に　
お　
住　
ま　
い　
ま　
た　
は　

市　
内　
に　
通　
勤　
・　
通　
学　
し　
て　
い　
る　
人　
　　

参　
加　
料　
　　
協　
会　
員　
１　
、　
５　
０　
０　
円　

非　
協　
会　
員　
２　
、　
０　
０　
０　
円　

学　
生　
１　
、　
０　
０　
０　
円　
　　

チ　
ー　
ム　
編　
成　
　　
１　
チ　
ー　
ム　
６　
人　
（　
男　
子　

３　
人　
、　
女　
子　
３　
人　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
ま　
た　
は　
フ　
ァ　
ク　
ス　
で　

お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
４　
日　

次　
の　
人　
に　
は　
、　
総　
理　
大　
臣　
名　
の　
書　

状　
な　
ど　
が　
贈　
呈　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
該　
当　
す　

る　
人　
は　
請　
求　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

○　
旧　
軍　
人　
な　
ど　
で　
、　
恩　
給　
な　
ど　
を　
受　

け　
て　
い　
な　
い　
恩　
給　
欠　
格　
者　

○　
終　
戦　
に　
伴　
い　
本　
邦　
以　
外　
か　
ら　
引　
き　

揚　
げ　
て　
き　
た　
人　

請　
求　
期　
限　

平　
成　
1  7  
年　
３　
月　
3  1  
日　

※　
請　
求　
書　
は　
、　
福　
祉　
課　
で　
配　
布　
し　
ま　
す　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
1  9  
日　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

販　
売　
開　
始　

1  1  
月　
１　
日　
〜　

形　
状　

8  .  5  
セ　
ン　
チ　
×　
1  6  
セ　
ン　
チ　
、　
紺　
色　

価　
格　

５　
０　
０　
円　
　　

販　
売　
窓　
口　

企　
画　
調　
整　
課　
　　

1  0  
月　
か　
ら　
事　
業　
系　
ご　
み　
処　
理　
手　
数　

料　
の　
改　
定　
、　
事　
業　
系　
指　
定　
ご　
み　
袋　
の　

導　
入　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ご　
理　
解　
と　

ご　
協　
力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
。　

詳　
し　
く　
は　
、　
お　
尋　
ね　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　

1  1  
月　
４　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
５　
時　
　　

と　
こ　
ろ　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　
　　

対　
象　
　　
2  0  
歳　
以　
上　
の　
健　
康　
な　
人　
　　

内　
容　
　　
年　
齢　
に　
応　
じ　
た　
体　
力　
テ　
ス　
ト　

参　
加　
費　
　　
１　
０　
０　
円　
（　
保　
険　
料　
含　
む　
）　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
運　
動　
が　
で　
き　
る　
服　

装　
、　
体　
育　
館　
シ　
ュ　
ー　
ズ　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
ま　
た　
は　
フ　
ァ　
ク　
ス　
で　

お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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◇
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
・
立
看
板
な
ど
は
、
1  1  
月
８
日
〜
3  0  
日
の
間
に
取
り
除
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
４
）

違
反
広
告
物
を
除
去
し
ま
す

平
成
1  7  
年
版

県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

企　
画　
調　
整　
課　
（
内
線
２
２
３
）

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の

皆
さ
ん
へ福　

祉　
課　
（
内
線
１
５
１
）

事
業
系
ご
み
の
処
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

清　
掃　
課　
（
54
３
１
０
０
）

健
康
づ
く
り
体
力
測
定
会

ス　
ポ　
ー　
ツ　
振　
興　
課　

（
内
線
３
６
６
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
52

９
７
０
０
）

第
７
回

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い

ス　
ポ　
ー　
ツ　
振　
興　
課　
（
内
線
３
６
６
）

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

（
団
体
戦
）

大　
村　
市　
テ　
ニ　
ス　
協　
会　
（　
江　
頭　
）　

（　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
55
０
１
７
３
）

飼
い
犬
の
し
つ
け
教
室

環　
境　
保　
全　
課　
（
内
線
１
４
４
）
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◎
「
勘
作
の
里
」
秋
祭
り

と　
き　
　　
1  1  
月　
５　
日　
〜　
７　
日　
、　
午　
前　
９　
時　

〜　
午　
後　
５　
時　
（　
７　
日　
は　
午　
後　
３　
時　
ま　
で　
）　

と　
こ　
ろ　
　　
三　
浦　
出　
張　
所　
・　
か　
ん　
さ　
く　
市　

広　
場　

内　
容　
　　
合　
同　
文　
化　
展　
、　
農　
産　
物　
即　
売　
、　

菊　
花　
展　
、　
も　
ち　
つ　
き　
、　
も　
ち　
ま　
き　
、　
中　

国　
料　
理　
講　
座　
、　
わ　
ら　
ぞ　
う　
り　
作　
り　

★　
三　
浦　
出　
張　
所　
　　
5  2  
６　
４　
７　
５　

◎
県
立
大
村
城
南
高
校
文
化
祭

「
城
南
祭
」

と　
き　
　　
1  1  
月　
1  4  
日　
、　
午　
前　
９　
時　
3  0  
分　
〜　

午　
後　
２　
時　
3  0  
分　
　　

と　
こ　
ろ　
　　
県　
立　
大　
村　
城　
南　
高　
校　
　　

※　
農　
産　
物　
・　
花　
苗　
・　
食　
品　
加　
工　
品　
の　
販　

売　
な　
ど　
も　
行　
い　
ま　
す　
。　

★　
県　
立　
大　
村　
城　
南　
高　
校　
　　
5  4  
３　
１　
２　
１　

◎　
人　
工　
肛　
門　
・　
膀　
胱　

ぼ
う
こ
う

造　
設　
者　
講　
習　
会　

と　
き　
　　
1  1  
月　
３　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
〜　

４　
時　
　　

と　
こ　
ろ　
　　
国　
立　
病　
院　
機　
構　
長　
崎　
医　
療　
セ　
ン　

タ　
ー　
　　

対　
象　
　　
人　
工　
肛　
門　
・　
膀　
胱　
造　
設　
を　
し　
て　

い　
る　
人　
お　
よ　
び　
そ　
の　
家　
族　

内　
容　
　　
講　
演　
会　
、　
相　
談　
会　
、　
ス　
ト　
ー　
マ　

装　
置　
な　
ど　
の　
展　
示　
会　

★　
日　
本　
オ　
ス　
ト　
ミ　
ー　
協　
会　
長　
崎　
県　
支　
部　

０　
９　
５　
｜
８　
３　
８　
｜
３　
０　
４　
９　

◎
「
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
　
タ

ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
」
見
学
者
募
集

と　
き　
　　
1  1  
月　
４　
日　
・　
５　
日　

と　
こ　
ろ　
　　
森　
園　
公　
園　

参　
加　
者　
　　
１　
５　
０　
人　

★　
大　
村　
タ　
ー　
ゲ　
ッ　
ト　
・　
バ　
ー　
ド　
ゴ　
ル　
フ　

ク　
ラ　
ブ　
　　
5  3  
７　
５　
２　
１　

◎
建
設
雇
用
改
善
推
進
大
会

と　
き　
　　
1  1  
月　
1  7  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
〜　

４　
時　
　　

と　
こ　
ろ　
　　
ウ　
ェ　
ル　
シ　
テ　
ィ　
長　
崎　
（　
長　
崎　

市　
茂　
里　
町　
）　

内　
容　
　　
記　
念　
講　
演　
、　
事　
業　
所　
表　
彰　
式　
な　
ど　

★　
長　
崎　
労　
働　
局　

０　
９　
５　
｜
８　
４　
６　
｜
６　
３　
４　
３　

◎
果
樹
試
験
場
一
般
公
開

と　
き　
　　
1  1  
月　
1  3  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　

４　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
県　
果　
樹　
試　
験　
場　
（　
鬼　
橋　
町　
）　

内　
容　
　　
研　
究　
成　
果　
の　
展　
示　
、　
作　
業　
用　
機　

械　
の　
展　
示　
・　
実　
演　
、　
く　
だ　
も　
の　
ク　
イ　
ズ　
、　

収　
穫　
体　
験　
、　
栽　
培　
相　
談　

★　
県　
果　
樹　
試　
験　
場　
　　
5  5  
８　
７　
４　
０　

◎
自
衛
隊
生
徒
募
集

資　
格　
　　
中　
学　
校　
卒　
業　
ま　
た　
は　
卒　
業　
見　
込　

み　
の　
人　
で　
、　
昭　
和　
6  3  
年　
４　
月　
２　
日　
〜　
平　

成　
２　
年　
４　
月　
１　
日　
生　
ま　
れ　
の　
男　
子　

受　
付　
期　
間　
　　
1  1  
月　
１　
日　
〜　
平　
成　
1  7  
年　
１　

月　
1  1  
日　

試　
験　
日　

平　
成　
1  7  
年　
１　
月　
1  5  
日　

★　
自　
衛　
隊　
大　
村　
募　
集　
事　
務　
所　

5  2  
６　
２　
１　
７　

◎
大
村
相
撲
甚
句
会
会
員
募
集

発　
足　
式　
　　
1  1  
月　
２　
日　
、　
午　
後　
７　
時　
〜　

と　
こ　
ろ　
　　
コ　
ミ　
セ　
ン　

※　
老　
若　
男　
女　
不　
問　
、　
初　
心　
者　
大　
歓　
迎　

★　
大　
村　
相　
撲　
甚　
句　
会　
（　
納　
富　
）　

5  5  
５　
１　
８　
３　

◎
第
１
回
県
央
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

と　
き　
　　
1  1  
月　
2  0  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
〜　

５　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
コ　
ミ　
セ　
ン　

内　
容　
　　
特　
別　
講　
演　
「　
住　
民　
と　
協　
働　
し　
た　

福　
祉　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　
講　
師　
　　
岩　
川　
徹　

氏　
（　
前　
秋　
田　
県　
鷹　
巣　
町　
長　
）　、　
パ　
ネ　
ル　
デ　

ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　

★　
県　
央　
地　
域　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
広　

域　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
事　
務　
局　
（　
大　
村　
市　
医　

師　
会　
内　
）　
5  4  
０　
１　
５　
１　

◎　
県　
工　
業　
技　
術　
セ　
ン　
タ　
ー　
一　
般　
公　
開　

と　
き　
　　
1  1  
月　
2  7  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　

４　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
県　
工　
業　
技　
術　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
池　

田　
２　
丁　
目　
）　

内　
容　
　　
２　
足　
歩　
行　
ロ　
ボ　
ッ　
ト　
模　
型　
の　
操　

作　
な　
ど　
1  7  
テ　
ー　
マ　
の　
実　
験　
や　
観　
察　

★　
県　
工　
業　
技　
術　
セ　
ン　
タ　
ー　

5  2  
１　
１　
３　
３　

◎
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

生
徒
募
集
　

資　
格　
　　
中　
学　
校　
卒　
業　
ま　
た　
は　
卒　
業　
見　
込　

み　
の　
人　
　　

定　
員　

3  0  
人　

修　
業　
年　
限　

３　
年　
　　

◎　
推　
薦　
入　
学　
　　
受　
付　
期　
間　

平　
成　
1  7  
年　

１　
月　
７　
日　
〜　
2  4  
日　

試　
験　
日　

平　
成　
1  7  
年　
１　
月　
2  7  
日　

◎　
一　
般　
入　
学　
　　
受　
付　
期　
間　

平　
成　
1  7  
年　

１　
月　
７　
日　
〜　
２　
月　
８　
日　

試　
験　
日　

平　
成　
1  7  
年　
２　
月　
1  3  
日　

★　
国　
立　
口　
之　
津　
海　
上　
技　
術　
学　
校　

０　
９　
５　
７　
｜
８　
６　
｜
２　
１　
５　
１　

◎
冬
休
み
海
外
派
遣
事
業

行　
先　
　　
グ　
ア　
ム　

対　
象　
　　
小　
学　
３　
年　
生　
〜　
中　
学　
３　
年　
生　

定　
員　

3  0  
人　
（　
先　
着　
順　
）　

費　
用　
　　
１　
９　
８　
、　
０　
０　
０　
円　
（　
事　
前　
研　

修　
費　
、　
保　
険　
代　
な　
ど　
を　
含　
む　
）　

研　
修　
期　
間　
　　
1  2  
月　
2  5  
日　
〜　
3  1  
日　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
５　
日　

★　
国　
際　
青　
少　
年　
研　
修　
協　
会　

０　
３　
｜
３　
３　
５　
９　
｜
８　
４　
２　
１　

（　

豊
富
な
経
験
・
知
識
・
技
能
を
生

か
し
、
仕
事
は
誠
心
誠
意
、
責
任
を

持
っ
て
行
い
ま
す
。

主
な
業
務
　
自　
動　
車　
運　
転　
・　
大　
工　
左　

官　
仕　
事　
・　
施　
設　
管　
理　
・　
毛　
筆　
筆　
耕　
・　
室　

内　
外　
清　
掃　
・　
農　
作　
業　
・　
福　
祉　
家　
事　
支　

援　
・　
門　
松　
作　
成　

※　
こ　
の　
ほ　
か　
に　
も　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
仕　
事　

を　
行　
い　
ま　
す　
。　
お　
気　
軽　
に　
ご　
用　
命　
く　
だ　

さ　
い　
。　入

会
説
明
会
を
毎
月
第
３
水
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
6  0  
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会会
員員
募募
集集
中中

■
問
い
合
わ
せ
　

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

52

５
２
２
５
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◎
長
崎
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

〜　
県　
最　
低　
賃　
金　
は　
時　
間　
額　
６　
０　
６　
円　
〜　

長　
崎　
県　
最　
低　
賃　
金　
は　
、　
県　
内　
す　
べ　
て　

の　
労　
働　
者　
お　
よ　
び　
そ　
の　
使　
用　
者　
に　
適　
用　

さ　
れ　
ま　
す　
。　
た　
だ　
し　
、　
産　
業　
別　
最　
低　
賃　

金　
が　
優　
先　
し　
て　
適　
用　
さ　
れ　
る　
業　
種　
も　
あ　

り　
ま　
す　
。　

※　
詳　
し　
く　
は　
お　
尋　
ね　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
長　
崎　
労　
働　
局　

０　
９　
５　
｜
８　
４　
６　
｜
６　
３　
４　
８　

◎　
建　
設　
業　
退　
職　
金　
共　
済　
制　
度　
に　
加　
入　

し　
ま　
し　
ょ　
う　

こ　
の　
制　
度　
は　
、　
建　
設　
現　
場　
で　
働　
く　

人　
々　
の　
た　
め　
に　
、　「　
中　
小　
企　
業　
退　
職　
金　
共　

済　
法　
」　
に　
よ　
り　
国　
が　
創　
設　
し　
た　
退　
職　
金　

制　
度　
で　
す　
。　

建　
設　
事　
業　
主　
の　
人　
へ　
　　
経　
営　
事　
項　
審　
査　

で　
加　
点　
さ　
れ　
、　
掛　
金　
は　
全　
額　
非　
課　
税　
で　

国　
が　
一　
部　
を　
補　
助　
し　
ま　
す　
。　

建　
設　
現　
場　
で　
働　
く　
人　
へ　
　　
事　
業　
主　
が　
変　

わ　
っ　
て　
も　
退　
職　
金　
は　
通　
算　
し　
て　
計　
算　
さ　

れ　
ま　
す　
。　

★　
独　
立　
行　
政　
法　
人　
　　
勤　
労　
者　
退　
職　
金　
共　

済　
機　
構　
　　
建　
退　
共　
長　
崎　
県　
支　
部　

０　
９　
５　
｜
８　
２　
６　
｜
２　
２　
８　
５　

第
８
回
西
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
長
崎
県
大
会
で
優
勝
し
、
本
大
会
へ

出
場
す
る
大
村
互
寿
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

（
９
／
2  2  
・
市
役
所
）

100歳おめでとうございます

田　
村　
ハ　
テ　
さ　
ん　
（　
明　
治　
3  7  
年　

1  0  
月　
４　
日　
生　
ま　
れ　
、　
久　
原　
１　
丁　

目　
）　
が　
め　
で　
た　
く　
１　
０　
０　
歳　
を　

迎　
え　
ら　
れ　
、　
自　
宅　
で　
長　
寿　
を　
お　

祝　
い　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
も　

お　
元　
気　
で　
長　
生　
き　
し　
て　
く　
だ　
さ　

い　
。　



ふ　
る　
里　
へ　
▼　
宮　
本　
由　
佳　
▼　
阪　
元　
絵　
美　
▼　
本　

多　
淳　
子　
▼　
昊　
天　
宮　
保　
育　
園　
▼　
浦　
崎　
ミ　
ヨ　
子　

湧　
泉　
荘　
へ　
▼　
大　
村　
婦　
人　
会　
▼　
カ　
ラ　
オ　
ケ　
す　

み　
れ　
会　
▼　
大　
村　
養　
護　
学　
校　
▼　
フ　
ラ　
ワ　
ー　
シ　

ョ　
ッ　
プ　
タ　
カ　
ハ　
ラ　
▼　
日　
本　
た　
ば　
こ　
産　
業　
長　

崎　
支　
店　

松　
原　
の　
さ　
と　
へ　
▼　
山　
田　
庚　
平　
▼　
昊　
天　
宮　
保　

育　
園　
に　
こ　
に　
こ　
子　
育　
て　
サ　
ロ　
ン　
▼　
華　
の　
会　

◎　
一　
般　
寄　
付　

社　
会　
福　
祉　
協　
議　
会　
へ　
▼　
牧　
迫　
憲　
夫　

鈴　
田　
小　
学　
校　
へ　
▼　
ジ　
ャ　
ス　
コ　
大　
村　
店　

大　
村　
子　
供　
の　
家　
へ　
▼　
赤　
水　
清　
春　
▼　
朝　
長　
由　

紀　
子　
▼　
西　
日　
本　
繊　
維　
▼　
三　
岳　
敏　
雄　
▼　
ア　
サ　

ヒ　
フ　
ー　
ド　
▼　
全　
日　
本　
空　
輸　
▼　
ロ　
ー　
ソ　
ン　
▼　

フ　
ェ　
ス　
タ　
大　
村　
店　

泉　
の　
里　
へ　
▼　
登　
貴　
和　
木　
会　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
立　

正　
佼　
成　
会　
諫　
早　
教　
会　
大　
村　
支　
部　
▼　
末　
永　
歌　

謡　
道　
場　
▼　
田　
中　
茂　
夫　
▼　
西　
畑　
俊　
子　
▼　
日　
本　

た　
ば　
こ　
産　
業　
長　
崎　
支　
店　
▼　
グ　
リ　
ー　
ン　
ネ　

ス　
・　
ジ　
ャ　
ギ　
ー　
ク　
ラ　
ブ　
▼　
大　
村　
ハ　
ワ　
イ　
ア　

ン　
フ　
ラ　
・　
マ　
イ　
ル　
▼　
大　
村　
民　
踊　
協　
会　
▼　
藤　

間　
勘　
巳　
満　
▼　
大　
村　
中　
学　
校　
▼　
向　
陽　
高　
校　
保　

育　
科　
▼　
会　
話　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
▼　
大　
村　
城　
南　

高　
校　
▼　
九　
州　
環　
境　
福　
祉　
医　
療　
専　
門　
学　
校　
▼　

北　
川　
博　
暁　

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
口　
郁　
江　
▼　
宮　

本　
奈　
緒　
子　
▼　
ト　
ム　
・　
ク　
ル　
ド　
ゥ　
▼　
原　
田　
フ　

ジ　
エ　
▼　
平　
賀　
満　
紀　
▼　
大　
村　
獅　
子　
舞　
保　
存　
会　

▼　
富　
松　
神　
社　
志　
芸　
の　
会　
▼　
山　
中　
幸　
子　
▼　
森　

勝　
芳　
▼　
実　
山　
俊　
次　
▼　
日　
本　
た　
ば　
こ　
産　
業　
長　

崎　
支　
店　

ベ　
イ　
サ　
イ　
ド　
大　
村　
へ　
▼　
平　
野　
重　
郎　
▼　
阪　
本　

久　
▼　
大　
村　
吟　
詠　
会　
▼　
小　
浜　
小　
天　
鼓　
会　

ワ　
ー　
キ　
ン　
グ　
ヒ　
ル　
ズ　
へ　
▼　
安　
野　
し　
ず　
え　
▼　

森　
春　
美　
▼　
吉　
松　
深　
▼　
前　
田　
恵　
佐　
▼　
園　
田　
美　

智　
子　
▼　
山　
口　
喜　
久　
代　

慈　
恵　
荘　
へ　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
松　
永　
シ　
ズ　
エ　
▼　
辻　

み　
ち　
子　
▼　
菅　
ひ　
ろ　
子　
▼　
赤　
木　
信　
雄　
▼　
下　
川　

信　
義　
▼　
横　
山　
妙　
子　
▼　
田　
中　
イ　
ワ　
▼　
川　
口　
ア　

サ　
エ　
▼　
大　
村　
獅　
子　
舞　
保　
存　
会　
▼　
日　
本　
た　
ば　

こ　
産　
業　
長　
崎　
支　
店　

う　
ぐ　
い　
す　
の　
丘　
へ　
▼　
野　
口　
ハ　
ツ　
▼　
徳　
田　
節　

子　
▼　
あ　
す　
な　
ろ　
画　
材　
▼　
柳　
原　
憲　
臣　

大　
村　
パ　
ー　
ル　
ハ　
イ　
ム　
へ　
▼　
倉　
石　
秀　
文　
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

ご
寄
付

ご
好
意

社会教育事業へ寄付
塩塚八千穂様（左）から社会教育事業

に1 0 0万円を寄付していただきました。
ありがとうございました。（9／2 1）

三
城
小
学
校
へ
テ
ン
ト
の
寄
贈

楠　
木　
夏　
子　
様　
か　
ら　
香　
典　
返　
し　
と　
し　
て　
三　
城　
小　

学　
校　
へ　
テ　
ン　
ト　
5  0  
万　
円　
相　
当　
を　
寄　
贈　
し　
て　
い　
た　

だ　
き　
ま　
し　
た　
。　
あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

（　
1  0  
／　
１　
・　
三　
城　
小　
学　
校　
）　
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■人口89,216人（＋53） ■男42,891人（－5） ■女46,325人（＋58） ■世帯34,082世帯（＋42）
9月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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